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・１６モジュール（４×４モジュール）

・１モジュール：３６層、１層：４×４センサー
・センサー１万枚（８０ｍ２）



8.95cm×8.95cm, 410μm厚

片面,Ｎバルク,Ｐストリップ
228μmピッチ,384ストリップ



ＦＭ用センサーの生産状況

２００１年２月より生産＠浜松ホトニクス

２００１年１０月現在、６１９枚（２０ロット）
今後は月産５００枚、約２年間で１万枚生産
→センサーの品質管理が重要

検査項目

・全空亡化電圧、暗電流、各種ストリップ毎検査

・ガンマ線照射による放射線耐性
（暗電流、ストリップ分離、ストリップ間の容量）







ガンマ線照射テスト
（放射線耐性のモニター）

・テストチップを使用

・各ロット１枚に60Coのガンマ線を

10 krad照射（20ロット中10ロット終了）

以下の項目を照射前後で測定
（１）暗電流
（２）Inter-strip Capacitance
（３）ストリップ間の電気的分離





（２）Inter-strip Capacitance



すべてＯＫ35センサーすべてＯＫ６０５７２

未調査317センサーすべてＯＫ最新10ﾛｯﾄ

すべてＯＫ28センサーすべてＯＫ６０５７１

No7-8照射後導通,後回復26センサーすべてＯＫ６０５７０

No7-8照射後導通28センサー中２個所導通６０５６８

No7-8照射前から導通36センサーすべてＯＫ６０５６７

すべてＯＫ31センサーすべてＯＫ６０５６６

すべてＯＫ30センサーすべてＯＫ６０５６５

すべてＯＫ27センサーすべてＯＫ６０５６４

すべてＯＫ38センサーすべてＯＫ６０５６３

すべてＯＫ33センサーすべてＯＫ６０５６２

照射したテストチップフルサイズセンサーロット番号

（3） ストリップ間の電気的分離



まとめ

・暗電流は、平均約2nA/cm2と十分に小さい。

・全空乏化電圧は、40～135Vまで、わりと広く
分布しているが、スペックの150V以下である。
・dead channel ratio：19/24万=0.01%（619枚で)
・ガンマ線照射によるモニターは10ロット分終了し、
モニターの機能を果たしている。

GLAST用センサーの製作は順調に進んでいる。

今後は５００枚／月製作。約２年で１万枚製作。


